
山手公園

山手公園（明治13（1880）年～明治23（1890）年）

 「改正銅版横浜地図」（明治13（1880）年）部分（1）

　明治3年（1870）年に、横浜居留外国人に

よって造られた日本初の西洋式公園です。当

時は外国人専用の公園で、彼らは「ブラフ

ガーデン」と呼んでいました（ブラフは崖の

意味で、急傾斜地の多い山手地区を指す）。

芝生や花壇、四阿のある園内の様子を遠く

から見るだけであった日本人は山手の「花

座敷」と呼び、羨望のまなざしを向けていた

ようです。

　山手公園は日本の近代テニス発祥の地で

もあり、ヒマラヤスギが日本で最初に植えら

れた公園でもあります。

　日本の公園史の原点として記念すべき公

園であり、当時の様子がよく残っていること

から公園としては数少ない国の文化財（名

勝）に指定されています。

絵葉書 日本大通り 年不詳（1） 根岸競馬場（大正12（1923）～昭和11（1936）年頃）（2）

日本大通り
　慶応2（1866）年の大火で関内地区の大

部分が消失したため、防火帯を兼ねた街路

として 英 国 人 技 師 R . H . ブ ラントン

（1841-1901年）により設計され、明治12

（1879）年までに完成しました。ブラントン

設計当初は1 2ｍの幅員の車道の両側に、

3mの歩道と9メートルの植樹帯がある立派

な道路で、砕石による路盤と陶管の下水道

を備えた日本初の近代街路とされています。

　当初の街路樹は関東大震災（P7）により

ほとんどが焼失しましたが、昭和4（1929）

年関東大震災の復興整備で車道幅員が大

幅に拡張され、3年をかけてイチョウが新

たに植栽されました。現在樹齢8 0数年と

なったイチョウ並木は、横浜を代表する風

景のひとつとなっています。

根岸競馬場と根岸外国人遊歩道
　慶応3（1867）年に完成した日本初の常

設西洋式競馬場（仮設では文久2（1862）年

の横浜新田競馬場）です。

　昭和18（1943）年に戦争のため閉鎖され

た後、戦後進駐軍に接収されていましたが

昭和 4 4（ 1 9 6 9）年に返還され、昭和 5 2

（1977）年に根岸森林公園として開園しま

した。J.H.モーガン（1868-1937年）の設

計による旧一等馬見所は当時の様子を物

語っています。

　山手地区と競馬場を結ぶ根岸外国人遊

歩道は外国人が「ミシシッピー・ベイ」と呼

んだ景勝地・根岸湾を巡る遊歩道で、元治

元（1864）年に開通しました。当時は攘夷

運動もあり、安全な行楽地が求められてい

ました。

彼我公園（現 横浜公園）
　第3回地所規則により、遊郭があった場所

に造られた西洋式公園です。R.H.ブラント

ンの設計によるもので、明治9（1876）年に

開園しました。山手公園と異なり日本人も利

用できたことから彼我公園（彼は外国人、我

は日本人を指す）と呼ばれました。中央の外

国人専用の運動場では、クリケットやラグ

ビー、野球の日本最初の国際試合にも使わ

れました。

　明治42（1909）年に国から市の管理とな

り、名称が「横浜公園」に改められると、造園

家の茂出木朝二郎の設計により日本風の築

山林泉型園地と野球場を備えた形に改修さ

れました。

　関東大震災の復興整備では野外音楽堂

や本格的な野球場が造られ（横浜公園球

場）、球場ではベーブ・ルースやルー・ゲー

リックといったアメリカの名選手らもプレー

しました。その後、進駐軍による接収（P10）

を経て、返還後は「横浜平和球場」と改称し

た野球場でアマチュア野球の試合が多く行

われました。

 昭和53（1978）年に球場の老朽化を機に

現在の横浜スタジアムが建設され、川崎球

場（川崎市）からプロ野球球団を誘致し、現

在に至ります。

横浜の開港と発展：近代的まちづくりとしての公園のはじまり

開港と日本初の西洋式公園の誕生
　江戸時代末期、安政6（1859）年の開港から横浜の都市としての歩

みが始まりました。100戸ばかりの寒村が歴史の表舞台に登場したの

です。現在の中区関内地区に開港場が設けられ、開港場は外国人居留

地と日本人居住地に分けられました。

　貿易が盛んになり開港場が賑わうと、土地不足による居住環境の悪

化に対し、外国人側から改善要求が高まりました。その中で慶応2

（1866）年に大火が発生し、関内の3分の2に近い地域が焼失しまし

た。大火を契機として、同年に幕府側と外国側とで「第3回地所規則（横

浜居留地改造及び競馬場・墓地等約書）」が締結され、現在の関内のま

ちの原型ともいえる整備計画が取り決められました。規則では、山手に

外国人用の公園を造営すること、開港場の遊郭を移し跡地を外国人と

日本人双方が用いる公園とすることが定められました。日本の都市公

園制度の始まりである「明治6年太政官布達第16号」の7年前のことで

す。他に、外国人居留地と日本人居住地の間に延焼を防ぐための幅員

120フィート（約36m）の大通りを通すこと、競馬場の整備などが取り

決められています。

　規則の実施は明治政府に引き継がれ、山手公園、横浜公園、日本大

通り、根岸競馬場（現在は廃止され根岸森林公園として活用）といった

横浜中心部の骨格をなす公園やオープンスペースとなりました。これ

らの西洋式施設はいずれも日本に導入された初期の事例で、日本の近

代化に大きな影響を与えました。

　平成21（2009）年には、山手、横浜、根岸森林の3公園が「旧居留地

を源として各地に普及した近代娯楽産業発展の歩みを物語る」として

近代化産業遺産に認定されました。
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絵葉書 横浜公園の噴水池と桜（明治末～大正期）（4）

絵葉書 芝生の野球グラウンド（横浜公園ト花園橋通）（大正期）（3）

画像所蔵 （1）横浜市中央図書館 （2）横浜市市史資料室 （3）横浜都市発展記念館 （4）横浜開港資料館

絵葉書 横浜公園（大正12（1923）～昭和11（1936）年頃）（3）
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